
＜定義＞

　当院は急性期病院であるので、治療が⼀段落すれば、退院していただくことになります。
　⾃宅へ退院する場合もあれば、他の病院に転院し、より病状と環境を整えてから⾃宅へお帰りになる場合もあります。
　在宅復帰率は、⾃宅へ退院することが増える場合に率が上昇します。他の病院に転院する場合には率は低くなります。
　当院では急性期病院として、⾃宅などへの退院を進めるために退院⽀援に⼒をいれており、2018年、2019年は調査参加病院の中央値と同じレベル
からやや上回る傾向でしたが、2020年度からは徐々に低下し、2022年度は調査参加病院の中央値よりやや下回る結果となっています。
　これはCOVID-19の中等症・重症患者の受け⼊れの影響はあったかと思います。2023年度は全国中央値との差がほぼない状況になったと思います。

【7】在宅復帰率

＜コメント＞
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